
男女共同参画社会の実現に向けて

日頃よりお世話になっている支援議員をご紹介します！ 第15回
道下 大樹先生

　生保産業を取り巻く環境が大きく変化する中、様々な課題が山積しています。そうした課題の中には、組合員一人ひとりや各組合の努力だけでは、解決できない「国の政策・制度」に
関わるものがあります。生保労連では、こうした課題を産業政策課題と位置付け、25万組合員の力を結集するとともに、支援議員の先生方と連携し、国政や行政などに対し働きかけ
を行っています。
　そこで、日頃、生保産業のためにご尽力いただいている先生方を組合員のみなさんにより身近に感じていただけるよう、先生のお人柄やこれまでのご活躍、先生から組合員のみな
さんへのメッセージをご紹介します。
　第15回目となる今回は、衆議院議員の道

み ち し た

下 大
だ い

樹
き

先生をご紹介いたします。

 　連合は、6月を「男女平等月間」と位置づけ、構成組織と一体となって男女平等参画社会の実現に向けた取組みを展開することと
しています。そこで今号では、男女共同参画をめぐる動きや生保労連の取組みを紹介します。

男女共同参画社会とは？

　男女共同参画社会とは、男女がともに、意欲に応じてあらゆる分野で活躍でき、一人
ひとりの夢や希望を実現できる社会です。

どうして男女共同参画を進めなければならないの？
　
　日本では憲法で男女平等がうたわれ、男女共同参画関連の法律や法律に基づく計画
があるにも関わらず、以下の通り、その実現に向けては道半ばと言わざるを得ません。

男女共同参画をめぐる動き

◦女性就業者数は近年上昇を続けてきましたが、いわゆる非正規雇用が中心であるため、
新型コロナウイルス感染症の影響を受け、2020年4月以降は減少が続いています。

◦また、依然として「家事・育児・介護」等の多くを女性が担っている中で、コロナ禍の影
響は女性の側に大きく出ていることも
分かっています。

◦さらに、国際的に見ると、2021年3月
に発表されたGGI（ジェンダー・ギャッ
プ指数＝経済・教育・政治・健康の4分
野における男女間格差を指数化したも

の）では、日本は156カ国中120位
と、先進国で最低水準が続いてい
ます。

生保労連の取組み

　生保労連では、「『組織強化・拡大』
の着実な前進に向けた中期取組み方
針」「『 職場におけるジェンダー平等』
および『ワーク・ライフ・バランス』の
着実な前進に向けた中期取組み方針」
を1月の中央委員会で確認し、「意思決定の場
への女性参画」や「組合活動におけるワーク・ラ
イフ・バランスの推進」、「ポジティブアクション
の推進」等を掲げ、各組合とともに取組みを推
進しています。
　6月には男女平等月間に合わせてセミナー
や金融関係の産業別労働組合共催での女性組
合員交流会の開催を予定しています。
　ぜひこの機会に男女共同参画について考
え、実現に向けた取組みを進めていきましょう。

　子どもの頃、両親が私と同じ名前の生命保険のパンフレッ
トを持っていてビックリしたことが生命保険に興味を持つきっ
かけでした。いま支援議員として力強い応援を頂き、党税制
調査会事務局長という立場で生命保険料控除制度の充実や
産業政策の諸課題に取り組んでいることにご縁を感じます。
　長引く新型コロナウイルス感染拡大の影響で日本の社会
や経済はもちろん、医療や教育、政治における制度・システム
の問題や欠陥が浮き彫りになっています。私はその問題・欠
陥を改善・解消できる変革の時期と捉え、新しい日常・ニューノーマル時代に向け
てみんなで夢や希望を持って生きることができる環境づくりを、政治の現場から
行っていきたいと考えています。
　生保労連のみなさまが安心して働き、暮らすことができるよう、また生保産業
がコロナ禍や新しい時代においても社会的使命を果たされ発展されますよう、働
き方改革や税制改正、規制改革など関係する法制度や政策の実現に今後も全力
で取り組み、みなさまのご期待に応えられるように頑張ります！

生保労連組合員のみなさんへ

　道下大樹先生は、1975年12月に北海道上川郡新得町で生まれ、お父様のお仕
事の関係で道内各地に移り住まれました。旭川東高校、中央大学法学部を卒業さ
れた後、小学生の頃、一緒に写真を撮ったことで政治をめざすきっかけになった横
路孝弘衆議院議員の事務所に入所し、札幌事務所で秘書を務められました。2007
年には北海道議会議員選挙に出馬、初当選以降3期連続で当選。横路先生の政界
引退に伴い、2017年の衆議院選挙に北海道1区から出馬、初当選されました。
　現在は、立憲民主党の税制調査会事務局長、政調会長補佐、衆議院の国土交通
委員会委員、総務委員会委員などのご要職につかれています。また、「地場産業
を支援し地域経済を活性化する」「幼児教育完全無償化や学校給食費の負担軽
減、奨学金の拡充をすすめる」などの考えを掲げ、日々活動されています。
　また、生保関連税制について貴
重なアドバイスをいただくなど、
生保労連の産業政策活動に対し
多大なるご支援をいただいてい
ます。

道下 大樹先生のご紹介

●好きなスポーツ：野球・サッカー・卓球・スキー
●得意なこと：料理（得意料理はスモークサー
モンの押し寿司）

●�好きな言葉：念ずれば花開く

6月は連合·男女平等月間

男女共同参画社会の実現に向けて
～男女共同参画について考えよう～

コロナ禍における女性への
影響と課題については、こ
ちらから動画解説がご覧い
ただけます（連合Youtube
にアクセスします）

▶どうして６月が男女共同参画
に関する月間なの？
　「 男女雇用機会均等法」や「 男
女共同参画社会基本法」の制定
日が6月であることにちなんで、
厚生労働省や内閣府では6月を
男女共同参画への理解を深める
月としています。

▶どうして６月が男女共同参画
に関する月間なの？
　「 男女雇用機会均等法」や「 男
女共同参画社会基本法」の制定
日が6月であることにちなんで、
厚生労働省や内閣府では6月を
男女共同参画への理解を深める
月としています。
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